
 令和３年３月13日（土）、令和３年４月24日（土）に明野ヶ丘公園や幕別のまちにつ
いて考える「ファン・プロジェクト・まくべつ」を開催しました！ 

第３回ファン・プロジェクト・まくべつ 

 第１回・第２回で話し合ってきた内容の振り返り、明野ヶ丘公園再整備への気持ちを
高めるためランタンイベントを開催しました。当日は1,100個の手作りランタンをワー
クショップ参加者13名とボランティアスタッフ約50名で灯し、約250人の来場者の方々

にランタンで照らされた幻想的な明野ヶ丘公園を楽しんでいただきました。会場では来
場者の方に幕別のまちや明野ヶ丘公園のよいところやより良くするためのご意見を聞き
取り調査を行いました。その一部をご紹介します！ 

●現地確認 

●ワークショップを振り返ろう 

「MAKUBETSU TSUNAGU LANTERN＼SPRING‼／」 

まずは明野ヶ丘公園を
現地確認しました！ 

ピラ・リに登り、周辺
のまちや畑、遠くに見
える山々を見ました。 

公園内を散策し、紅葉
に染まった豊かな木々
や古くなりつつある遊
具を確認しました。 

▲まくべつブレストカード 

 来場者の方のご意見（一部） 

●明野ヶ丘公園について 

・自然が豊かで景色もよい 

・きてもらえるように情報発信が必要 

・新機能導入を（遊具、屋内遊戯施設等） 

・アクセス性の改善が必要 

・子供がのびのびと遊べるイベントの開催     
をしてほしい 

 

●幕別のまちについて 

・町民が元気で人がよい 

・自然環境がよい、おいしいものがある 

・まちの魅力の再認識と発信が必要 

・若者の居場所づくりをすることで町が 

 元気になる 

など など 

●イベントを振り返ろう、在り方を話し合おう 

起 承 

転 

散歩をしていた魔法使いの女の子はじゃ
がいもを拾い、明野ヶ丘公園に埋める。
埋めたものは爆弾だった。爆発で吹き飛
ばされ女の子は新しい明野ヶ丘公園をつ
くることに！ 

女の子は魔法で自分を増やしたり、幕別の
特産品を売るカフェをオープンし上手くい
くが、上手くいかないこともあり落ちこん
でしまう。そんなとき女の子は爆弾に紛れ
ていたじゃがいもを発見する。 

魔法で増やしたじゃがいもでコロッケを
開発、カフェで販売することにしたが、
不味かったため売れない。試行錯誤する
女の子はインカのめざめを発見。すると、
元三ツ星シェフが現れカフェも繁盛して
いた。そんなとき、爆発が起き何もかも
なくなってしまう。 

清陵高校の 

生徒さんにも 

お手伝いいただ
きました 

 

３月13日に行われたランタンイベントの感想や改善点・反省点、
イベントの在り方について17人が集まり意見交換を行いました。 

明野ヶ丘公園で実際にイベントを自ら開催することで現在の明
野ヶ丘公園の課題等を違う観点からみつけることができました。 

開催にご協力いただいたみなさま、ありがとうございました！ 
 

結 

▼ボランティアスタッフによる当日準備 

 こうなったらいいな幕別のまち 

【ばくはつエンド】 

モンスターが爆発を起こし、いろいろなもの
が吹き飛ばされ公園には何も残らなかった。 

【ハッピーエンド】 

敵が現れ、女の子がコロッケを食べ魔法で敵
を倒す。平和が戻った明野ヶ丘公園は人で賑
わう公園となったのでした。 

第４回ファン・プロジェクト・まくべつ 

▼清陵高校生によるスープの提供 ▼当日の会場の様子 


